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本日の内容

1. 内閣府(2012)による南海トラフ巨大地震の
震度分布について

2. 愛知県(2014)の地震動予測
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国・３県１市の動き
1. 内閣府：平成２２年９月から東海・東南海・南海地震の見直しがはじまる
2. 平成２３年３月１１日東北地方太平洋沖地震発生

3. 中央防災会議：東北地方太平洋沖地震を教訓とした地震・津波対策に関する専
門調査会、平成２３年５月～９月

4. 内閣府：南海トラフの巨大地震モデル検討会、平成２３年８月～

5. 平成２３年度から愛知県、名古屋市、静岡県、三重県が地震被害想定調査はじ
まる

6. 内閣府：南海トラフの巨大地震モデル検討会（第一次報告）、平成２４年３月

7. 内閣府：南海トラフの巨大地震モデル検討会（第二次報告）及び被害想定（第一
次報告）、平成２４年８月

8. 中央防災会議：南海トラフ巨大地震の被害想定（第二次報告）、平成２５年３月

9. 静岡県：静岡県第４次地震被害想定調査（第一次報告）、平成２５年６月２７日
10. 内閣府：首都直下のＭ７クラスの地震及び相模トラフ沿いのＭ８クラスの地震等

の震源断層モデルと震度分布・津波高等に関する報告書、平成２５年１２月
11. 名古屋市：南海トラフ巨大地震について、平成２６年３月７日

12. 三重県防災対策部：地震被害想定調査結果（ハザード関係）の概要について、
平成２６年３月

13. 愛知県：平成２３年～２５年度愛知県東海地震・東南海地震・南海地震等被害予
測調査報告書、平成２６年３月
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南海トラフの巨大地震による震度分
布・津波高について（第一次報告）

平成２４年３月３１日

南海トラフの巨大地震モデル検討会
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南海トラフの巨大地震による
震度分布・津波高について

• 平成23年9月28日付け中央防災会議「東北地方太平洋沖地
震を教訓とした地震・津波対策に関する専門調査会」報告
– あらゆる可能性を考慮した最大クラスの巨大な地震・津波を検討

していくべきである

– 「想定地震、津波に基づき必要となる施設設備が現実的に困難と
なることが見込まれる場合であっても、ためらうことなく想定地震・
津波を設定する必要がある
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• 南海トラフの巨大地震による震度分布・津波高
– 「発生頻度は極めて低いものの、発生すれば甚大な被害をもたらす最大

クラスの津波」に相当
– マグニチュード９クラスの規模の巨大な地震（Mw9.0）・津波（Mw9.1）

– 現時点の最新の科学的知見に基づき、最大クラスの地震・津波を想定し
たもの

– 南海トラフ沿いにおいて次に起こる地震・津波を予測したものでもなく、ま
た何年に何％という発生確率を念頭に地震・津波を想定したものでもない
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南海トラフ巨大地震の震源モデル
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基本ケース 東側ケース

西側ケース 陸側ケース



南海トラフの巨大地震による
震度分布の推計手法
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強震波形計算では表現でき
ていないところについては経
験的手法の結果も加えて最
終的な震度分布を求める

統計的グリー
ン関数法

司・翠川
(1999)

工学的基盤における強震波形計算の概念
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深い地盤構造モデル（中部拡大）
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深い地盤構造モデル（関東～九州）
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浅い地盤構造モデル

基本的な考え方

• ボーリングデータまたは微地形よりＡＶＳ３０を算出

• 横田他(2005)のＡＶＳ３０と震度増分の関係より、震
度増分を算出

13

ボーリングデータ及びＰＳ検層データ本数 AVS30の算出区分
（掘進長30m以上、10m～30m）

微地形ごとのAVS30グラフの例
（砂礫台地）
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AVS30算出のための回帰係数
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微地形区分ごとの回帰式より
算出したAVS30
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－σ式

μ式



震度増分
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横田他(2005)による
AVS30と震度増分の関係

震度増分（－σ）
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平成２３年～２５年度

愛知県東海地震・東南海地震・南
海地震等被害予測調査報告書

平成２６年３月

地震動予測
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地盤のモデル化
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浅い地盤構造モデル（ボーリング）

平成14年度調査で収集
平成14年度調査と
平成23年度調査で収集
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想定地震

南海トラフ
 最大想定モデル

 ５地震参考モデル

南海トラフの巨大地震モデル検討会：南海トラフの巨大地震による震度

分布・津波高について（第一次報告）、平成24年3月31日

基本ケース 東側ケース

西側ケース 陸側ケース

1707年宝永地震、1854年安政東海地震、安政南海地震、1944年東南
海地震、1948年南海地震の５地震の震源モデルを重ねたもの。
愛知県が内閣府と相談しながら検討し、独自のモデルを設定
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地震動予測の考え方
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震度分布
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５地震参考モデル
最大想定モデル
（陸側ケース）

最大想定モデル
（東側ケース）

愛知県(2002)
（東海・東南海地震）


